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従 来,OryzaeichingeriA.Peter(4x)と して取 り

扱 われ て き た2系 統(WOOI5・WOO43)は,Tate-

oka(1965b)に よ つ てO.punctataKotschyex

Steud、(4x)で あ る こ と,ま た 東 ア フ リカで 採 集 さ

れ た真 の0.eichingeriの7系 統 はす べ て2xで,1方

0.punctataに は2xと4xと あ る こ とが 明 らか に さ

れ た.そ の こ,Hu(1970)は0.eichingeriと して 国

立遺 伝 学 研 究所(三 島)か ら分 譲 さ れ た系 統(W1524)

が4xで あ る と して い るが,こ の 系 統 はす で にTate

oka(1965b)に よつ て2xと して 報 告 され た もの で

あ り,渡 辺 ・Sampath(1972)も 指 摘 して い るよ うに

明 らか に異 種 の 混入 に よ る もの と考 え られ る.

渡 辺 ・Sampath(1972)は ア フ リカ産 の0.punc-

tata(4x)をO.PUtlctata(2x)と0.eichingeri(2x)

との 自然 雑 種 の複2倍 体 に由 来 す る もの と推 定 して,

これ ら両2倍 種 間 のF1植 物 か ら合 成 複2倍 体 を作 出

し,そ の 細 胞 遺 伝 学 的観 察 結 果 と形 態,特 に籾 の 大 き

さにつ いて報 告 して い る.

これ よ り さ き,Katayama(1967)は0.punctata

(2x)がBゲ ノ ム の供 与体 で あ ろ うと した の に対 し,Hu

(1970)は この種 を1方 の 親 と し,0.sativaL.(AA),

0.eichingeri(CC)な ど を他 方 の親 と して 作 出 した

雑種 の 細 胞 遺 伝 学 的研 究 の 結 果 か ら,0.punctata

(2x)の ゲ ノ ム はA,B,Cの 何 れ と も断定 し難 い と

して反 論 した.

0。punctata(2x)の ゲ ノ ムがBで あ るか 否 か につ

い て は,こ の種 とCゲ ノ ム種 との種 間 雑種 の複2倍 体

を育 成 し,さ らに,こ れ とBBCCゲ ノ ム種 との雑 種

につ い て 染色 体 対 合,種 子稔 性 お よび 形態 的比 較 を 行

うこ とが望 ま しい.

〈X・K一ら は,従 来困 難 と され て い た0.punctata(2x)

とCゲ ノ ム 種 と の 雑 種 作 出 に 成 功 し(Katayama

andOgawa,1974;OgawaandKatayama,i974),

さ ら に,そ れ らのF,植 物(BC)の 倍 加 に も成 功 し

て,こ れ まで に3系 統 の 複2倍 体 を育 成 した.本 研 究

は,こ れ ら複2倍 体 を 中 心 に,そ の 染 色体 行 動 と形 態

的特 性 につ い て述 べ た もの で あ る.

本 文 に入 るに先 立 ち,貴 重 な実 験 材 料 を 提供 して い

た だ い た農 林 省 農業 技 術 研 究 所生 理 遺 伝 部 遺伝 科 長 渡

辺 好 郎 博士 に厚 くお礼 申 し上 げ る.

材 料 お よ び 方 法

Fi植 物 と してNF1480,NF1486お よびFil406

を,複2倍 体 と して はL記F1植 物 の 人 為4倍 体 と

Sampathに よつ て 育 成 され,渡 辺 に よつ て 日本 に導

入 され た個 体 を,ほ か に 自然 のBBCCゲ ノ ム種0.

punctata(4x),0.minutaJ.S.PreslexC,B.

Preslを 比 較 の た め に供 試 した.

各F、 植 物 の交 配組 合 せ はTable1と して ま と め

た.交 配組 合 せ 系統 お よ び比 較 に供 した系 統 は,Y22

(農 林省 農 業 技術 研 究所,平 塚)を 除 いて,国 立遺 伝

学 研 究所(三 島)か ら分 譲 され た もので あ る.こ れ ら

農林省中国農業試験場



Table 1. Cross-combinations of species used in the present experiment.

 1' Watanabe and Sampath
, 2' The National Institute of Genetics, Mishima, s' The 

National Institute of Agricultural Sciences, Hiratsuka.

Table 2. Somatic chromosome number, chromosome pairing at MI 
and fertility of F, hybrids and its synthesized amphiploids.

の うち,intermediate(W1527)はTateoka(1965

a)に よつ て ア フ リカで 採集 さ れ,形 態 的 に0・Pt・tnc-

tata(2x)とO.eichingeri(2x)と の 中 間 型 とされ

た もの で あ るが,Cゲ ノ ムを もつ(OgawaandKa-

tayama,1973).0.collinaは 盛 永 ・栗 山(1960)が

Ceyloneseofi7cinatisと して供 試 した もの と同 一 の種

と考 え られ,SharmaandShastry(1965)に よ つ て

0.colti'la(Trimen)SharmaetShastryと さ れ

た.Cゲ ノ ムを もつ2xで あ る(盛 永 ・栗 山,1960;

OgawaandKatayama,1973)・0・punctataはTa-

teoka(1965a)に よつ てア フ リカで 採 集 され2xと

して 報 告 され た もの で,Katayama(1967)がBゲ ノ

ム の供 与体 と した.3F1植 物 お よび そ れ らの合 成 複2

倍体 は著 κ らに よつ て 作 出 さ れ た もの で あ る,

倍 加 はO.05%コ ル ヒチ ン水溶 液 を 用 い,F1植 物 の

茎 の幼 芽 処理 に よ つ た.

根端 は8一 オ キ シキ ノ リン液(0.002モ ル)で 前 処 理

した の ち,ま た,PMCは そ の ま ま、 それ ぞ れ 酢酸 ア

ル コー ル(1:3)で 固定 し,押 しつ ぶ し法 に よつ て観

察 した,

結 果 と 考 察

細 胞 学的 観察

体 細 胞 染 色体 数 は,FI植 物 で は2n-・24,合 成 複

2倍 体 お よびBBCCゲ ノ ム種 で は2n・.・48(Fig.I-

A)を かぞ え た(Table1).

比 較 に供 したBBCCゲ ノ ム種 〔0.punctata(W

ll45),0.minuta(Y22)〕 は,花 粉 母細 胞(PMC)の

減 数 分 裂第1中 期(MI)で24IIが 観 察 さ れ,分 裂 の

異 常 は み られ な か つ た.

各F,植 物 と もMlに お け る染 色体 の対 合 数 は少 な

く,大 多数 は1価 染 色 体 と して 紡 錘 体Eに 散 在 した

(Fig.1C).す なわ ち,母 細胞 当 り に 形 成 さ れ た2

価 染 色体 数 の平 均 は,組 合 せ に よつ て 差 異 は あ るが,

最 高3.2,最 低2.1と 何 れ も甚 だ少 な く,か つ,そ の

対合 は 引 き伸 ば さ れ た ゆ るい もので あつ た(Fig.レ



Fig. 1. BC genomic hybrid (F1) and its 

synthesized amphiploid. 

 A: Somatic chromosome number of synthe-
sized amphiploid showing 2n=48. B: Chro-
mosome pairing at MI of synthesized am-

phiploid showing 2411. C: Chromosome pair-
ing at MI of F1 plant between 0. punctata 

(2x, W1145) and 0. collina (W0006), showing 
1„-I-221, D : 4x-3 plant, E: Comparison of 

grains. 1: 4x-1, 2: 4x-2, 3: 4x-3, 4: 0. 
punctata (4x, W1145), 5: 0. minuta (Y22).

C,Table2).こ れ らの結 果 は,交 雑 の1方 の 親0.

punctata(2x)の ゲ ノ ム と他 方 の親0.co〃inaお よ

びintermediate系 統 な どのCゲ ノ ム との 間 に殆 ん ど

相 同性 の ない こ とを示 唆 して い る.

合 成 複2倍 体 で は,F、 植 物 と は相 異 して,MIに

お い て 母細 胞 当 り形 成 され る2価 染 色 体 数 の平 均 は,

組合 せ に よ る差 異が 殆 ん どな く,最 低 で22.6(KB

23),最 高 で23.9(4x-1)と 複2倍 体 化 によ り相 同 染

色 体 は殆 ん ど 完全 に対 合 す る こ とを 示 した(Fig.I-

B,Table2).こ れ らの対 合 結 果 か ら推定 さ れ る よ う

に 花粉 お よび種 子稔 性 は良 好 で,と くに4x-2は72

～94%と 高 い種 子 稔 性 を 示 した(Table2).

一 般 に複2倍 体 の種 子 稔性 は,自 然 種 と同程 度 か そ

れ よ り も低 い とされ て いる が,そ の 程 度 は植 物 によ つ

て不 定 で あ る.渡 辺(1975)は 野 生 イ ネ を用 いて 多数

の合 成 複2倍 体 を育 成 し,そ の細 胞 遺 伝学 的観 察 と形

態 的 比 較 との結 果 につ い て報 告 し,多 くの複2倍 体 に

お いて,殆 ん どの 相 同染 色 体 は2価 を形 成 し,か つ,

そ の種 子 稔性 はF1植 物 の不 稔 に比 べ著 しい 向上 が み

られ る と して い る.

す で に述 べ た よ うに,本 研 究 に おい て もF、 植 物 は

完全 不 稔 を 示す の に対 し,そ の合 成 複2倍 種 は殆 ん ど

の 母細 胞 で241[が 観 察 され(Fig.I-B),稔 性 の 顕 著

な 向 ヒが み られ た.

複2倍 体 とは異 な るが,盛 永 ・栗 山(1946)は 同質

4倍 体 イネ の系 統 問 雑 種 の稔 性 が 親 の4倍 体 の それ よ

り も良 い こ とを観 察 し,Cua(正952)は,イ ネの 亜種

間 雑 種 の4倍 体 は 亜種 内 雑種 に比 べ て稔 性 が よ く,母

細 胞 当 り に形 成 され る4価 染 色 体 数 は少 な い と して い

る.ま た,真 島 ・内山 田(1955a,b)も 品 種4倍 体

と雑 種4倍 体 との稔 性 を 比較 し,倍 加 に よ る稔 性 のL

昇率 は最 も遠縁 の雑 種間 で顕 著 で あ る と して い る.

この よ うな倍 加 個 体 の稔 性 の高 低 は,形 成 され る2

価 染色 体 数 の 多少 に左 右 され,一 般 に,Fl植 物 で の

染色 体 対合 が 完全 に失 敗 す る場 合,す な わ ち,遠 縁 間

雑 種 にお い て 高 い傾 向 が み られ る.

形 態 的 諸 特性

F1植 物,合 成 複2倍 体 お よ びBBCCゲ ノ ム種

〔0.punctata(4x,Wll45),0.minuta(Y22)〕 に

つ い て,外 部形 態 的 諸 特 性 を 調べTable3と して ま

とめた.芒,雌 ず いの 色,茎 色,葉 耳色,葉 舌 色 な ど

各 合 成 複2倍 体 間 で 差 異 は み られ な い.す なわ ち,芒

は長 くて 双 芒 を示 し,雌 ず い は紫 色,茎,葉 耳,葉 舌

な ど は緑色 で あつ た.ま た,4x-1は 節 の上 下,葉 鞘

な どが 紫 また は淡 紫 色 を 呈 したの に対 し,4x-2,4x-

3,KB23は 緑 色 で あ つ た.何 れ の合 成 複2倍 体 もや

や開 張 性 を示 し(Fig.I-D),籾 お よ び 玄米 はBBCC

ゲ ノム種 に比 べ て か な り大 き く,そ の長 幅 比 は2を 越

え て細 長 い(Fig.I-E,Table3).

渡 辺 ・Sampath(1972)は0.punctata(4x)の

籾 粒 が 合成 複2倍 体 の そ れ に比 べ て小 さ い こ との理 由

と して,自 然 に生 じた複2倍 体 は交 雑 や突 然 変 異 な ど

に よ り,進 化 の過 程 で小 粒 へ の 淘 汰 の結 果 で あ ろ う と

して い る.放 射 線 照射 を行 つ た 後代 で は変 異 の 幅 が著

しく拡 大 さ れ る こ とは周 知 の 事 実 で あ り,粒 の 大 き さ

な どが 自然 の突 然 変異 や交 雑 な どに よ り小 粒 化 の方 向

に淘 汰 さ れ た と して も不 自然 で は な い.

摘 要

2倍 体punctataがBゲ ノ ム の供 与体 で あ る ことを

確証 す る た あ に作 出 したB・C両 ゲ ノ ム間雑 種 の合 成

複2倍 体 につ い て,形 態 的 比 較 と細 胞 遺 伝 学 的研 究 を

行 つ た。



Table 3. Comparison of morphological characteristics.

1・ 合成複2倍 体は,F、 植物の茎から生 じた幼芽

を,0.05%コ ル ヒチン水溶液で処理 してえられた.

2・ 合成複2倍 体は体細胞で2n=48の 染色体数を

かぞえ,減 数分裂第1中 期では個体により差はあるが

細胞当り形成される2価 染色体数は平均23～24と 多

く,相 同染色体の大部分がMIで 対合することを示し

た.

3・ このような染色体対合型の結果,種 子稔性は正

常に近い.

4.合 成複2倍 体は粒の大きさを除いては,大 体4

倍体punctataに 類似の形態を示した.
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                                Summary 

   The present experiment was designed to produce the synthesized amphiploid in 
order to clarify whether diploid punctata was the doner of B  genome or not. 

   1. Three amphiploids, 4 x-2, 4 x-3 and KB 23, were produced with colchicine 
treatment from the F, plants between diploid punctata and species with the C ge-
nome. 

   2. Morphological characters of the synthesized amphiploids were similar to 
those of tetraploid punctata (BBCC) except for the grain size. 

   3. The number of bivalents at MI of PMC's in the synthesized amphiploids 
ranged from 22 to 24 with a mean of 23.60 in 4 x-2, 21 to 24 with a mean of 
23.07 in 4 x-3 and 21 to 24 with a mean of 22.67 in KB 23. 

   4. The seed fertilities of the synthesized amphiploid were extremely higher 
than those of the Fl plant which show completely sterile. 

   5. In the synthesized amphiploids, the results suggest that almost all of homol-
ogous chromosomes pair normaly at MI of the PMC's.


